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中部地方整備局 蓮ダム管理所

櫛田川流域の恵みを生かした地域・人づくりを継続できる
ように、講師及び４名のパネラーをお招きし、
この地に生き抜く覚悟を持つ方々と意見交換を行いました。

■開催概要■
・2月4日 松阪市と水源地域ビジョン推進会議、松阪西部商工会により、
地域の宝おこしセミナー ～香肌峡 櫛田川の恵みを後世に～ を開催

・講師&コーディネーターをお願いした 江崎貴久 氏の講演や４名のパネ
ラーによるディスカッション更には地域住民による意見交換会を実施

・参加者は約８０名で、自然の恵みを生かした地域づくり人づくりに
ついて理解を深めました。

会場：リバーサイド茶倉
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セミナーにあわせて、蓮ダムの取り組みや周辺の施設をパネルで紹介
蓮ダムの目的や効果も掲示しました

約80名の参加者の方々は、江崎氏の実践に基づく講演から、「地域
資源」を「光らせる仕掛け」である「らしさ」、「ならでは」を真
剣に考えていました

講演に引き続いて、地域の方々（林業従事者、米生産者、お茶生産者、木
材加工業者）による地元での取り組み、今後のあり方を討論。商工会や漁
協関係者からの取り組み紹介も交えながら活発な話し合いがなされた

講演「自然の恵みを生かした地域づくり人づくり」
～香肌峡 櫛田川の恵みを後世に～

江崎 貴久氏による講演

「観光」→国の光を観る
「観国之光」『易経』

「地域資源」
地元の人々、地元食材、地元の自然

魅力を活かす「おもてなしのカタチ」
↓

人が関わる仕組みづくり
地域性を発揮するまちづくり
もてなし＝「以て為す」
何を以て 何を為すのか

パネル展示
「蓮ダム・香肌峡について」

パネルディスカッション
「ふるさと香肌峡の再生のために」

聴講する参加者
パネリストによるディスカッション

（左から：下出 巧氏、松本 浩氏、長井 昭氏、木下 幸一氏、江崎 貴久氏）

地域の宝おこしセミナー
キーワード

今年度実施した
関連イベント

○ダム堤体・湖面巡視体験
平成28年7月23(土）、30(土)

○放流体感ツアー
平成28年10月30日(日)

○水源地ハイキング
平成28年11月5日(土)


